
円 円

( 177,111,955 ） ( 58,589,671 ）

 流   動   資   産 125,221,284  流   動   負   債 58,589,671

現 金 及 び 預 金 167,580 買 掛 金 1,081,043

売 掛 金 30,555,000 未 払 金 963,000

前 払 費 用 4,606,393 未 払 費 用 15,549,993

繰 延 税 金 資 産 2,918,898 未 払 法 人 税 等 31,771,100

短 期 貸 付 金 86,646,832 未 払 消 費 税 等 9,088,635

未 収 入 金 326,581 そ の 他 135,900

 固   定   資   産 51,890,671

有 形 固 定 資 産 25,177,826 ( 118,522,284 ）

建 物 10,900,748  株　主　資　本 118,522,284

構 築 物 302,815 50,000,000

機 械 及 び 装 置 9,548,787 68,522,284

工 具 器 具 備 品 4,190,476 利 益 準 備 金 4,850,000

建 設 仮 勘 定 235,000 そ の 他 利 益 剰 余 金 63,672,284

無 形 固 定 資 産 26,712,845 繰越利益剰余金 63,672,284

ソ フ ト ウ ェ ア 26,712,845

177,111,955 177,111,955合 計 合 計

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

（  純　資　産  の  部  ）

資 本 金

利 益 剰 余 金

貸   借   対   照   表

資 産 金 額 負 債 及 び 純 資 産 金 額

（平成２３年３月３１日現在）

株式会社ダイフク研究・研修センター



１．重要な会計方針に係わる事項に関する注記

（1）資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は、移動平均法により算定）

時価のないもの 移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益の低下による簿価切下げの方法により算定）

（2）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く） 定率法

但し、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法

② 無形固定資産（リース資産を除く） 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を

耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

（3）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

消費税等の会計処理の方法

      税抜方式によっております。

２．株主資本等変動計算書に関する注記

（1）当該事業年度の末日における発行済株式の数 600 株

（2）剰余金の配当に関する事項

平成22年12月22日開催の臨時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 48,500,000 円

・１株当たり配当金額 80,833円 33 銭

・基準日 平成22年9月30日

・効力発生日 平成22年12月24日

３．その他の注記

該当事項はありません。

個 　別 　注 　記 　表

株式会社ダイフク研究・研修センター
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